
上記ポイントのほか、医療情報に関する理解促進委員会委員からの意見（構成、文言、表現等）を反映し、改訂

○ 改訂した冊子を関係団体、区市町村（地域包括支援センター含む）、都事業所等に配布

○ 医療情報ナビ「ミニ版（普及用リーフレット）」も併せて改訂し、配布

○ 都HPにて、改訂版の電子データを公開

（URL）https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/inavi/

１ 「医療情報ナビ（大人編）」の改訂の方針・ポイント

項目の充実ポイント①

Q&A、用語索引

の新設
ポイント③

２ 改訂版冊子の配布

３ 現在の医療情報ナビの課題を踏まえ、地域医療構想に掲げる「誰もが質の高い医療を受けられ、安心して暮らせる「東京」」を目指し、

医療提供施設相互間の機能の分担や業務の連携の重要性、適切な医療のかかり方、かかりつけ医の役割に関する理解を促進し、

医療に関する適切な情報提供・普及啓発を図る。
方針

構成の見直しポイント②

資料５知って安心暮らしの中の医療情報ナビ(大人編)の改訂について

☞ 一般の都民が説明がなくても見て分かりやすい内容となるよう、Q&A、用語索引を新設

☑該当ページ：かかりつけ医の役割（Ｐ８,９）、医療情報の適切な選択（Ｐ１４）、

☞ 適切な医療のかかり方、かかりつけ医の役割、医療情報の適切な選択、ACPなどの項目を改定・新設

☞ 改訂前の項目を再度カテゴライズして、分かりやすい構成に改訂

☑該当ページ：かかりつけ医に関するＱ＆Ａ（Ｐ８,９）、医療機関の機能に関するＱ＆Ａ（Ｐ３０）、

オンライン診療に関するＱ＆Ａ（Ｐ３０）、用語索引（Ｐ３５,３６） など


